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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

8個モフルバウムクーヘン バナナ味
グランプリ

外袋のパッケージから中⾝が⾒えるので、安⼼感がある

パッケージが可愛く、商品がわかりやすい設計になっている

値段も⼿頃で、広い購買層に受け⼊れられる商品だと思う
サイズ感も良く、バナナの⾹りと優しい⽢さが⾷欲をそそる
⼗分な衛⽣、製造の管理ができているので、安⼼安全である

⾷後に独特の油脂感が残るところが気になった
広報活動には改善の余地があると思う
ネーミングにもう少し⼯夫があると良い

外装開封後の保存性への配慮がほしい

内装にフレーバー表記があるとわかりやすくて良い
素晴らしい商品であるが、⾹料と着⾊料の使⽤が残念
バナナのフレーバーはもう少し優しくても良い

⾵味豊かで、しっとりふっくら柔らかな⾷感がとても好ましい

シリーズでブランドの統⼀感があるので、⾮常にわかりやすい

第79回（2024年9⽉）

事前のアンケート結果では約62％の審査員の興味を引き、約
80％が購⼊するターゲット層の広さを評価し、約72％がUSPに対
して⾼評価でした。

審査結果の点数分布として、グランプリ相当の評価が約４割、
⾦賞相当の評価が約６割となりで総合評価89点でしたが、責任審
査員の加点１（内部要因対する再評価）を加え、第79回ジャパ
ン・フード・セレクションにおきまして【グランプリ】受賞とさ
せていただきました。
商品⾃体の美味しさや⼿に取りやすい価格帯から【内部的要因】
【市場要因】の評価が⾼く、特徴的なパッケージも【外部的要
因】の⼀定の評価となり、全体の⾼評価につながりました。



■ 要因分布

■ 総評
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ドイツの伝統菓⼦であるバウムクーヘンですが、⽇本における進化と成⻑性は⽬を⾒張るものがありま
す。戦後から現代にかけて、卵・⼩⻨粉・乳製品を⻄欧的なレシピにすることが流⾏り、また⽢味・⾹
り・⾷性による菓⼦のおいしさに加え、柔らかく弾⼒のあるものを好む⽇本⼈の嗜好特性がマッチしたの
ではないかと推察されます。バウムクーヘンは近年様々な進化を遂げている商品ジャンルの１つですが、
この素朴で誰からも愛される商品設計は今後とも⻑きにわたり愛され続けるとお⾒受けします。

その類稀なるスイーツを半世紀に渡り⾼い品質で量産してきた「モフルバウムクーヘン バナナ味」。
裏打ちされた技術やノウハウが詰まったポテンシャルに加え、商品⾃体の内部的要因、外部的要因におい
て、ほぼ全審査員の⾼い評価を受けており、今回第7９回ジャパン・フード・セレクション審査会におい
てグランプリ受賞となりました。またパッケージデザインのモフルくんにぜひメダルをという声もあり、
バウムクーヘンの味だけでなくデザイン性に⼼惹かれた審査員も多く⾒受けられました。

ただ、ブランディングやＰＲ、広報活動を含めたマネジメント体制についてもう⼀歩踏み込んだアプ
ローチが欲しいという意⾒も⼀定数ありました。グランプリ獲得後のメダルデザインやモフルくんの活⽤
などを中⼼に今⼀度ブランディングに注⼒してほしいと考えます。
現在の菓⼦製造業は、少⼦⾼齢化に伴う全体の市場減や⼤⼿メーカーを含めて多数の強豪との市場争い

に加え、⼈⼿不⾜や原料・⼈件費の⾼騰等、厳しい課題が多々あると思います。そういった厳しい状況の
中、貴社におかれましては今回のグランプリ獲得を機にマーケティングや販促⼿法にさらなる磨きをかけ、
弛まぬ研鑽をご継続いただき、素晴らしい商品を⽣み続けていただきたいと思います。貴社がより⼀層ご
発展されることを審査員⼀同、⼼より祈念いたしております。

パッケージのデザインや素材、開封や保存のしやすさ
を表す「外部的要素」の評価が91％となり、個包装され
てシェアしやすい内装やバナナの果実と葉をイメージさ
せる外装、イメージキャラクターのかわいさも⾼く評価
されました。

また、フレッシュなバナナのはっきりとしたフレー
バーや独特な⾷感が⾼く評価され「内部的要因」が89％、
⼿軽な価格設定やターゲットが明確である事や嗜好範囲
の広いフレーバーが評価され「市場要因」88％と、⼀定
の評価となりました。
「マネジメント・PR要因」「ブランディング要因」

についてはまだまだ改善の余地が⾒込まれることから他
要素に⽐べて点数としては少し伸び悩みましたが、全体
を通してはバランスの良い⼤きな六⾓形となりました。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

外装はバナナをイメージさせる⻩
⾊と緑のストライプが印象的

外装の窓と内装は透明で商品とし
て分かりやすい

全体的に明るい印象を与えるが、
⾊味の印象は濃い

商品本体は扇形

商品本体の⻑辺７ｃｍ
短辺４ｃｍ 厚さ２ｃｍ

パッケージの中で重なり合うこと
で⽴体感を感じさせる

フレッシュなバナナとバウムクー
ヘン独特の優しく⽢い⾹りの協奏

⽣命⼒溢れる⽊からぶら下がるバ
ナナをイメージさせる

バウムクーヘン特有の⽢く優しい
⾹りとバナナの⽢さを想起させる

リラックスして静かに⾷べるシー
ンに繋がる⾹り

⼝に⼊れた時のしっとりとした⼝
当たりを期待させる

バナナの⾹りの裏に隠れる卵・砂
糖・油脂の菓⼦としての⾹り

当該商品の外装パッケージは、バナナの⻩⾊とその葉をイメージしたであろう緑のストライプが印象的
であり、ぶら下がった⿊板のイラストと共にフレーバーであるバナナを強くインスパイアさせるデザイン
です。上部の特徴的な商品名ロゴや右下のオリジナルキャラクターも商品の⾷感に繋がるイメージを巧く
表現されており、全体的なデザインの配置も良く、情報量としても多すぎず少なすぎず適正であるといえ
ます。パッケージは耐久性があり、中⾝を保護するためのしっかりとした作りになっており、やわらかい
本商品の販売に⼗分に耐えられる仕様であると思われます。外装、内装ともに開けやすく、⼩さな⼦供や
お年寄りでも⾷べやすい包装形態となっています。商品としての⾒た⽬は、扇型であり、幅約７ｃｍの⾒
た⽬と持ってみた重量感（約20ｇ）は⼿軽に⾷べるおやつとして適正なものといえ、⼿に触れた感じは少
しの油脂感とともにやさしい弾⼒感を感じます。外装を開封した瞬間からバナナのフレッシュな⾹りとバ
ウムクーヘンの優しい⾹りに包まれ、早く⾷べたい衝動に駆られました。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

ほんの僅かに感じるバナナピュー
レ由来の酸味
⾷後にほのかな苦味があるが嫌な
ものではない
卵、⼩⻨、バナナ等由来のうま味
成分
砂糖、バナナ由来のショ糖、果糖、
ブドウ糖等のしっかりした⽢味

ほとんど感じられない

バナナの果実感と、もふもふバウ
ムクーヘンのマリアージュ

フレッシュなバナナのビビッドな⾹
りとバウムクーヘンの優しく⽢い

常温から咀嚼に伴い⼈肌に変わる
温かさを感じる

ふわふわと柔らかながらもしっか
りとした弾⼒感もある

しっとりとしている

咀嚼するほどに滑らかでやや粘性
のある⾷塊に変化

表⾯はうっすらとした油脂感

全体を通して静やかな印象

もぐもぐ、もふもふ

まずは⼝に⼊れ、咀嚼した瞬間にバウムクーヘン⽣地の表⾯のやわらかな触性と共にそのふわっとした
弾⼒感を感じると共に、バナナの鮮やかな⾹りとバウムクーヘン特有の⽢く優しい⾹りが⿐孔を刺激しま
す。

その⾹りに誘われて、全体をかみ切ると⼀層⼀層は、ふんわりとやわらかながら、独⾃の配合の⽣地が
多層に重なることによるしっかりとした⾷感を得ることができます。

そのまま咀嚼を続けるとバウムクーヘン⽣地やバナナ由来の⽢みを強く感じますが、その⽢さは絶妙で、
⽢すぎず過剰でもなく、もう⼀⼝⾷べたくなる丁度良い⽢さで、順次飲み込んでいく中でも後を引くこと
はなく、すっきりとした⾷後感を感じます。

⼀つ完⾷すると、しっかりとした⾷べ応えがあり、ちょっとしたおやつには⼗分な⾷べ応えを感じ、少
⾷の⼈であれば飲み物とともに朝⾷でも⼗分な量でもあると感じました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

バウムクーヘン⽣地とバナナのほのかに残る⽢味とバナナの⾹
気成分の残⾹。⼝中に残る少しの残滓と嫌ではない程度の苦味

基本的には季節、気候を問わないが、⾼温、⾼湿なシーズンに
はやや不向きか…

バウムクーヘン⾃体のポピュラーさとフレーバーとしてのバナ
ナは確実な組み合わせで安⼼感がある

バナナはビタミンやミネラル、⾷物繊維がバランスよく含まれ、
美容効果や様々な健康効果が期待される

五味 評点

酸味 3

苦味 2

うま味 4

⽢味 5

塩味 1

広義の味 評点

まろ味 4

コク味 3

ふわふわ味 5

軽やかな味 4

懐かしい味 4

五感 評点

視覚 4

聴覚 3

触覚 4

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

ほとんどの審査員がその味については⾼評価でした。
特に、バウムクーヘン⽣地の優しい⽢い⾹りとフレッシュ感を感じさせるバナナの⾹気成分が交じり合い、
⼩⻨粉や卵等の原料にこだわった⽣地の⽢さと⾷感のコンビネーションは特筆すべきもので、その品質の⾼
さを評価する声が圧倒的でした。また、⾷感もただふわふわで軽いだけでなく、しっとりとしたボディも感
じられ、こだわった配合である事が良く伝わりました。

ホームページは必要な情報は会社概要や商品情報など⼀通り掲載されていますが、やや無機質な印象であ
り、「エースベーカリーとは」、また「貴社らしさ」を⼗分引き出せていないように感じた審査員が⼀定数
いました。⼀転、求⼈情報の中の「5分でわかるエースベーカリー」は⾮常にポップで分かりやすく、こう
いったイメージでホームページ全体を作り込んでみてはいかがでしょうか。Facebookは直売所情報を中⼼に
こまめに情報更新されており、⼀定のフォロワーも獲得できており、さらなる発展性を期待できます。

本商品はそのサイズや価格設定において、「ちょっとしたおやつ」として丁度良いポジショニングである
ことが多くの審査員により評価されました。バナナ味というフレーバーはバウムクーヘンとして⽇本市場に
おいてはメジャーなものであり、⾼い認知性から消費者にとって親しみやすく、⼿に取りやすいという点も
⾼評価であり、販売施策上も基本の「バター⾵味」との相互補完ができています。また、個包装は昨今の衛
⽣概念の⾼まりから⼿を汚さずに⾷べたい、というニーズを満たしているものと⾔えます。

当該商品の外装パッケージは、印象的なストライプ柄、上部の特徴的な商品名ロゴや右下のオリジナル
キャラクターも好印象を与えます。中央の窓から実際の商品が⾒えることも消費者の安⼼感に繋がると思わ
れ、全体的なデザインは良好といえます。外装はしっかりとして若⼲開けづらさも感じましたが、上部に簡
単に切れる切り込みもあり、⼦供やお年寄りにも優しい設計となっています。⼀部の審査員からは内装パッ
ケージがバター⾵味と共⽤のため、開封後に混同する可能性に対する指摘がありました。

半世紀に渡りバウムクーヘンを中⼼に製造を続けてこられ、定番商品も充実しており量販店等の販路を確
⽴されており、菓⼦製造メーカーとしての存在感は⼗⼆分にあるものと想定されます。また、名糖産業グ
ループであることも⼀定の信頼感に繋がると思われます。とは⾔え全国的な知名度としては発展途上である
ことは否めず、今後さらに商圏を広げるためには商品ストーリーの拡充、SNSコンテンツの強化、商品パッ
ケージからのHPやSNSの誘因等、社内で継続的に議論を進めることをご提案いたします。

昨今の⾷品偽装や⾷品・サプリメント等の健康被害等の問題を受け、商品の安全性や品質管理に対する⼀
般消費者の⽬は製造ラインの⼤⼩を問わず、年々厳しいものになってきています。貴社においては⼀般的な
品質管理、衛⽣検査に留まらず、⼗分な衛⽣管理、品質管理ができていることが確認されました。⼀部の審
査員からはアルコール製剤による保存は開封後の賞味期限への不安についての意⾒があがりました。また、
⾹料と着⾊料使⽤の是⾮についての⾔及もありました。
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